
市施設のZEB化に向けて

令和7年度 名古屋市の公共建築物におけるZEB化のガイドラインの
素案作成に向けた調査を実施

市施設のZEB化は、保有レベルで今から進めていかなくてはならない。

（本市の動き）

地球温暖化対策の推進に関する法律
地球温暖化対策計画

政府実行計画

エネルギー基本計画

名古屋市総合計画2028

名古屋市地球温暖化対策実行計画2030

令和6年7月～ 環境局脱炭素社会推進課・
財政局資産経営課・住宅都市局企画保全課で打ち合わせ
（課長補佐級合同4回、課長級合同1回）

市施設のZEB化の推進

市の新築建築物のZEB化を推進

地方公共団体は、自らの事務及び事業に関し国が政府実行計画に基づき実施する取組に準じて、
自ら率先的な取組を行うことにより、区域の事業者・住民の模範となることを目指す。

• 今後予定する新築事業については原則ZEB Oriented相当以上とし、2030年度までに新築建築物の
平均でZEB Ready相当を目指す。

• 増改築及び大規模改修時においては、建築物省エネ法に定める省エネルギー基準に適合する措置
を講ずる。

2050年にストック平均でZEB基準の水準の省エネルギー性能の確保を目指す。

（国の動き）

※ ZEB(Net Zero Energy Building)とは

ネット・ゼロ・エネルギー・ビルの略で、快適な室内環境を
実現しながら、建物で消費するエネルギーの収支を省エネと
太陽光発電などによる創エネでゼロにすることを目指した建
物のことで、以下の4段階がある。

別添２


